
歩
し
て
い
て
、
コ
メ
ル
ス
・
サ
ン
・
タ

ン
ド
レ
小
路
か
ら
、
ロ
ア
ン
の
中
庭
や

セ
ギ
エ
通
り
に
何
気
な
く
入
っ
た
と
し

よ
う
か
。
自
動
車
の
喧
噪
は
フ
ッ
と
消

え
て
、
小
径
が
不
規
則
に
入
り
、
一
日

中
あ
ま
り
日
の
射
す
こ
と
の
な
い
、
ひ

っ
そ
り
と
し
た
中
世
パ
リ
の
一
画
が
姿

を
現
わ
す
。

そ
の
思
い
も
か
け
ぬ
楽
し
さ
、
内
心

ア
ッ
と
思
う
驚
き
が
、
本
事
典
に
は
あ

る
。
た
と
え
ば
昔
は
ル

ー
ヴ
ル
宮
の
屋
根
の
上

に
も
、
ブ
ド
ウ
棚
が
あ

っ
た
。
一
九
三
三
年
モ

ン
マ
ル
ト
ル
の
住
人
は
、

ふ
た
た
び
ブ
ド
ウ
の
栽

培
に
乗
り
出
し
、
今
日

「
パ
リ
の
ブ
ド
ウ
畑
」
と

し
て
有
名
で
あ
る
。
個

人
の
家
で
も
現
在
、
三

百
株
以
上
の
ブ
ド
ウ
が

庭
や
バ
ル
コ
ニ
ー
、
テ

ラ
ス
な
ど
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
（「
ブ

ド
ウ
畑
」
の
項
）。

大
革
命
以
前
の
パ
リ
で
は
、
今
と
違

っ
て
青
い
目
の
持
ち
主
が
多
く
、
兵
士

に
関
す
る
調
査
で
は
三
割
近
く
に
達
し

て
い
た
。
北
部
の
出
身
者
が
多
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
（「
目
の
色
」
の

項
）。
骨
太
の
世
界
都
市
パ
リ
の
魅
力

が
、ぐ
ん
と
ア
ッ
プ
す
る
事
典
で
あ
る
。

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

世
界
の
諸
都
市
の
な
か
で
、
パ
リ
ほ

ど
魅
力
に
溢
れ
る
町
は
な
い
。
そ
し
て

ま
た
、パ
リ
ほ
ど
奥
の
深
い
町
も
な
い
。

何
度
訪
れ
て
も
、
そ
の
た
び
に
新
し
い

驚
き
、
新
し
い
楽
し
さ
、
新
し
い
発
見

が
あ
る
。
国
際
会
議
の
開
催
件
数
が
つ

ね
に
ト
ッ
プ
を
占
め
る
と
い
う
事
実

が
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る

（
二
位
は
ロ
ン
ド
ン
、
三
位
は
ウ
ィ
ー

ン
か
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）。

そ
の
パ
リ
を
知
る
恰

好
の
書
物
が
、
こ
の
ほ

ど
訳
出
さ
れ
た
『
パ
リ

歴
史
事
典
』
で
あ
る
。

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
史
実

が
、
豊
富
な
興
味
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も

に
、
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま

っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

必
要
に
応
じ
て
、
求
め

る
項
目
に
当
っ
て
見
る

の
も
い
い
。
読
者
は
十

分
に
満
足
で
き
る
具
体
的
な
情
報
を
得

る
こ
と
が
出
来
る
に
違
い
な
い
。「
文

化
・
政
治
・
思
想
か
ら
芸
術
・
風
俗
・

習
慣
ま
で
」、
ど
ん
な
項
目
に
つ
い
て

で
あ
れ
、
で
あ
る
。

し
か
し
本
事
典
の
本
当
の
魅
力
は
、

ま
さ
に
パ
リ
の
魅
力
そ
の
も
の
と
同
じ

く
、
散
歩
す
る
楽
し
さ
、
何
気
な
く
ペ

ー
ジ
を
繰
る
面
白
さ
に
あ
る
。
た
と
え

ば
セ
ー
ヌ
左
岸
、
オ
デ
オ
ン
広
場
を
散

パ
リ
歴
史
事
典

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
フ
ィ
エ
ロ【
著
】

鹿
島

茂
【
監
訳
】

青
木
真
紀
子
・
荒
木
善
太
・
尾
河
直
哉
・
谷
と
も
子
・
中
条
志
穂
・
中
条
省
平
・
塚
本
昌
則

野
崎

歓
・
平
岡

敦
・
平
野
隆
文
・
堀
江
敏
幸
・
松
村
恵
理
・
松
村

剛
【
訳
】

文
化
・
政
治
・
思
想
か
ら
芸
術
・
風
俗
・
習
慣
ま
で

数
多
の
項
目
に
浮
か
び
あ
が
る
千
年
の
都
パ
リ
の
素
顔
。

人
間
の
あ
ら
ゆ
る
営
み
を
描
き
だ
し
た
、読
み
物
と
し
て
も
抜
群
に
面
白
い
事
典
で
す
。

た
『
パ
リ
歴
史
事
典
』
そ
の
も
の

で
は
な
い
か
！
　
い
や
、
夢
想
を

は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
、
私
が
い
ろ
い
ろ
と
構
想
を
練

っ
た
項
目
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ま
っ
た
く
思
い
つ
き
も
し
な
か
っ

た
よ
う
な
項
目
が
ず
ら
り
と
並
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
や
、
こ

れ
は
お
も
し
ろ
い
。
是
非
、
翻
訳

す
べ
し
と
い
っ
て
、
監
訳
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ゲ
ラ

が
あ
が
っ
て
く
る
と
、
監
訳
者
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
し
ば
し
、

読
み
耽
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
一
度

や
二
度
で
な
い
。

た
と
え
ば
、「
巨
石M

égalithe

」

の
項
目
を
引
く
と
、
パ
リ
に
は
十

八
世
紀
頃
ま
で
は
紀
元
前
の
巨
石

文
化
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
て
、
文

書
に
も
そ
れ
が
ち
ゃ
ん
と
記
録
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
中
で
も
興
味

深
い
の
は
市
庁
舎
付
近
に
あ
っ
た

「
悪
魔
の
屁
」
と
呼
ば
れ
た
巨
石

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
巨

石
は
十
五
世
紀
に
権
力
と
学
生
の

間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
暴
力
沙
汰

の
標
的
に
な
り
、
学
生
と
権
力
の

間
で
取
っ
た
り
取
ら
れ
た
り
を
繰

り
返
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
学

生
が
こ
れ
を
引
き
倒
し
て
カ
ル
チ

エ
・
ラ
タ
ン
に
持
ち
帰
り
、
サ

ン
＝

テ
ィ
レ
ー
ル
山
に
立
て
る

と
、
権
力
は
す
ぐ
さ
ま
奪
還
し
シ

テ
島
の
裁
判
所
の
中
庭
に
据
え
た

《D
ictionnaire

de
P

aris

》
だ
が
、

こ
れ
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
事
典
と
テ

ー
マ
別
読
み
物
事
典
の
中
間
の
よ

う
な
感
じ
で
、
い
ま
一
つ
徹
底
性

に
欠
け
た
。
や
は
り
、
私
が
夢
想

し
た
よ
う
な
事
典
は
存
在
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。

か
く
な
る
う
え
は
、
自
分
で
作

る
し
か
な
い
と
、
ま
ず
馬
車
に
つ

い
て
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
書
い

た
の
が
、
私
の
事
実
上
の
処
女
作

で
あ
る
『
馬
車
が
買
い
た
い
！
』

（
白
水
社
　
一
九
九
〇
年
）。
つ
い

で
、『
新
聞
王
伝
説
』『
デ
パ
ー
ト

を
発
明
し
た
夫
婦
』『
絶
景
、
パ

リ
万
国
博
覧
会
』
と
矢
継
ぎ
早
に

本
を
出
し
た
が
、
こ
れ
は
み
な
、

読
み
た
い
と
思
っ
た
の
に
存
在
し

て
い
な
い
『
パ
リ
歴
史
事
典
』
に

対
す
る
欠
乏
感
の
な
せ
る
わ
ざ
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
数
年
前
の
こ
と
、

白
水
社
の
Ｋ
氏
が
ロ
ベ
ー
ル
・
ラ

フ
ォ
ン
社
か
ら
出
て
い
る

B
ouquins

シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
を
も

っ
て
現
わ
れ
、
翻
訳
を
検
討
し
て

い
る
の
だ
が
、
少
し
目
を
通
し
て

も
ら
え
な
い
か
と
い
っ
て
き
た
。

手
に
取
る
と
、な
ん
た
る
こ
と
か
、

こ
れ
こ
そ
昔
、
私
が
夢
想
し
て
い

が
、
学
生
は
負
け
じ
と
巨
石
を
奪

い
取
り
か
え
し
、
ま
た
も
や
山
の

上
に
お
い
た
。
だ
が
最
後
は
権
力

の
弾
圧
の
前
に
学
生
が
敗
れ
て
、

以
後
、
巨
石
は
行
方
不
明
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
学
生
に
蜂

起
の
口
実
を
与
え
ぬ
よ
う
、
巨
石

は
処
分
さ
れ
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、

最
後
に
著
者
は
さ
り
げ
な
く
、
こ

う
付
け
加
え
て
い
る
。「
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
が
こ
れ
ら
の
出
来

事
に
か
か
わ
っ
た
と
い
う
伝
説
は

真
実
で
あ
る
ら
し
い
。
彼
の
大
作

『
遺
言
書
』
の
中
に
は
『
《
悪
魔
の

屁
》
の
詩
』
が
綴
ら
れ
て
い
る
。」

ま
た
、
こ
の
事
典
の
特
長
は
文

化
ば
か
り
か
自
然
地
理
、
人
文
地

理
的
な
要
素
に
も
目

配
り
が
き
い
て
い
る

こ
と
で
、
パ
リ
に
生

息
す
る
動
物
や
昆
虫

に
も
案
外
多
く
の
ペ

ー
ジ
が
割
か
れ
て
い

る
。
一
例
を
あ
げ
る

と
、
蜜
蜂
は
新
大
陸

で
砂
糖
が
栽
培
さ
れ

る
ま
で
は
、
貴
重
な

甘
み
の
も
と
で
あ
る

蜂
蜜
を
得
る
た
め
に

近
郊
で
盛
ん
に
飼
わ

れ
て
い
た
と
い
う
。

「
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー

ル
公
園
農
業
学
校
の

養
蜂
所
で
は
、
毎
年

二
キ
ロ
の
蜂
蜜
が
穫
れ
る
。（
中
略
）

一
般
に
知
ら
れ
た
『
公
認
』
の
養

蜂
所
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
あ
り

（
中
略
）、
ガ
ル
ニ
エ
設
計
に
よ
る

オ
ペ
ラ
座
の
広
々
と
し
た
屋
根
の

上
の
も
の
が
有
名
で
あ
る
。」
こ
れ

な
ど
、
そ
の
ま
ま
エ
ッ
セ
イ
の
ネ

タ
に
使
え
そ
う
な
情
報
で
は
な
い

か
。ま

た
、「
ア
ル
ル
カ
ン
」
と
い
う

な
ん
の
こ
と
か
意
味
不
明
の
項
目

が
あ
る
の
で
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

ア
ル
ル
カ
ン
と
は
、
大
邸
宅
や
大

使
館
な
ど
か
ら
残
飯
と
し
て
出
る

「
調
理
済
み
の
肉
」
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
残
飯
肉
を
扱
う
業
者
が
「
宝

石
屋
」
と
呼
ば
れ
た
と
書
か
れ
て

い
る
。
こ
の
「
ア
ル
ル
カ
ン
」
は

ペ
ッ
ト
用
と
し
て
買
わ
れ
る
ほ
か
、

小
さ
な
定
食
屋
が
「
本
日
の
定
食
」

の
一
品
と
し
て
使
う
こ
と
も
あ
っ

た
ら
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
多
少
と
も
パ
リ

に
興
味
あ
る
人
な
ら
、
一
度
手
に

取
っ
た
ら
最
後
、
次
々
に
ペ
ー
ジ

を
捲
ら
ざ
る
を
え
な
い
事
典
で
あ

る
。本

書
の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
私
の

二
十
年
前
の
夢
想
は
こ
こ
に
現
実

化
し
た
の
で
あ
る
。
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骨太世界都市の
魅力がいっぱい
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監
訳
者
の
言
葉
…
…
…
…
…
…
…
…

鹿
島

茂
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も
う
二
十
年
以
上
も
前
の
こ
と

だ
が
、
パ
リ
の
街
を
歩
き
回
っ
て

い
る
う
ち
に
、
パ
リ
に
関
す
る
こ

と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
載
っ
て

い
る
『
パ
リ
歴
史
事
典
』
と
い
う

も
の
を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う

と
夢
想
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た

と
え
ば
、
馬
車
と
い
う
項
目
を
引

け
ば
、
パ
リ
に
お
け
る
自
家
用
馬

車
と
乗
合
馬
車
に
つ
い
て
の
事
柄

が
歴
史
を
追
っ
て
記
述
さ
れ
て
い

て
、
と
き
ど
き
の
興
味
深
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
デ
パ
ー
ト
の
こ
と
を
調

べ
た
い
と
思
っ
た
ら
、
デ
パ
ー
ト

の
前
史
か
ら
、
誕
生
、
発
展
ま
で
、

な
に
も
か
も
出
て
い
る
。
万
国
博

覧
会
も
同
じ
く
、
内
国
博
覧
会
か

ら
一
九
三
七
年
の
最
後
の
パ
リ
万

博
ま
で
各
回
ご
と
に
そ
の
特
徴
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
具
合
。

そ
こ
で
、
こ
の
手
の
パ
リ
に
関

す
る
歴
史
事
典
と
い
う
も
の
は
な

い
か
と
古
書
を
漁
り
始
め
た
が
、

街
路
の
事
典
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

事
典
と
い
う
の
は
あ
っ
て
も
テ
ー

マ
別
の
読
み
物
事
典
と
い
う
の
は

案
外
少
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。

一
番
、
私
の
構
想
に
近
い
の
は
ラ

ル
ー
ス
か
ら
一
九
六
四
年
に
出
た
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フ
ラ
ン
ス
食
の
事
典

日
仏
料
理
協
会
【
編
】

■
食
材
、
調
理
、
ワ
イ
ン
な
ど
の

飲
物
、チ
ー
ズ
な
ど
の
乳
製
品
、

食
肉
加
工
品
、
ス
パ
イ
ス
、
ソ

ー
ス
、
菓
子
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
、

器
具
、
政
治
・
経
済
・
文
学
な

ど
各
界
の
美
食
家
、名
料
理
人
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
食
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
わ
た
る
見
出
し
二

四
〇
〇
、
副
見
出
し
・
小
見
出

し
多
数
。

■
古
典
料
理
か
ら
、
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
・
地
方
・
家
庭
料
理
に
い
た

る
、
ソ
ー
ス
、
付
け
合
わ
せ
、

飲
物
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
含
む

ル
セ
ッ
ト
二
五
〇
〇
。

■
見
出
し
語
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
、

英
語
、
イ
タ
リ
ア
語
の
綴
り
を

つ
け
、
フ
ラ
ン
ス
語
発
音
カ
ナ

表
記
を
添
え
た
。

■
古
代
ロ
ー
マ
か
ら
ヌ
ー
ヴ
ェ

ル
・
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
ま
で
、
時

代
区
分
別
に
食
の
世
界
と
そ
の

歴
史
的
背
景
を
解
説
。

■
フ
ラ
ン
ス
の
各
地
方
ご
と
に

食
材
や
料
理
の
特
徴
、
ワ
イ
ン
、

チ
ー
ズ
な
ど
を
記
載
。

■
食
材
や
料
理
名
の
由
来
、
語

源
を
説
明
。

■
矢
印
で
関
連
項
目
へ
進
み
、

思
わ
ぬ
知
識
を
え
ら
れ
る
。

■
食
材
か
ら
も
、
調
理
法
か
ら

も
ル
セ
ッ
ト
を
検
索
で
き
る
。

■
器
具
や
容
器
、
生
地
の
折
り

方
、
肉
の
部
位
な
ど
は
イ
ラ

ス
ト
つ
き
。

■
索
引
は
、
日
本
語
索
引
、
仏
・

英
・
伊
語
索
引
の
２
本
立
て
。

…
…
…
…
…
…
…

こ
の
事
典
の
特
徴
…
…
…
…
…
…
…

食
材
、
飲
物
、
菓
子
、
料
理
人
、
美
食
家
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
そ
し
て
ル
セ
ッ
ト
と
、

世
界
に
冠
た
る
フ
ラ
ン
ス
食
文
化
の

す
べ
て
が
分
か
る
。

日
本
語
索
引
、
仏
英
伊
語
索
引
付
き
。
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三宅徳嘉・六鹿 豊・フランス・ドルヌ／他【編】

生活環境や文化風土が異なれば、そこに生活する人の考え方も違う。精神構造が異なれ
ば、言語メカニズムも異なる。だから、言語の真のメッセージを理解し、フランス語を「読
む」「話す」「書く」といった総合的視点で使うためには、メカニズムの正確な理解が必至だ。
この辞書は、Dictionnaire du français langue étrangère,Niveau 2（ラルース社）の研究成果を取り
入れ、日常生活に必要十分な見出し語8000語のメカニズムを、可能な限り徹底的に追求し

た初めての辞書なのだ。なによりもまず、現代フランスの日常場面をそのまま切り取った
ような例文が、まる暗記したくなるほど新鮮である。文の核となる動詞については、「構文
パターン」を示すにとどまらず、主語や目的語にどういう意味内容がくるかを具体的に示
した。名詞、形容詞、副詞の「文法的な分類」は初めての試み。ともかく、ぱっと引いて閉
じるのはもったいない。じっくり読み込んでほしい一冊である。

こんな辞書は今までになかった！　言葉の神秘に迫る究極の一冊！

現代フランス広文典
目黒士門【著】

大正15年の「仏蘭西廣文典」に発し、ロングセラーを続けてきた「新フランス広文典」の全面改稿新版。発音、文の構成から句読法まで、正
しく読み、書き、話すために必要な文法事項のすべてを統辞論に目くばりしながら品詞別に詳述し、豊富な注によって、学習者が突き当たる
例外についても細大もらさず言及、詳細な事項索引と語句索引によって事典機能も備えた21世紀の
広文典。通読して文法の奥深さを学び、座右に置いては、あらゆる疑問に答える友となる、入門者か
ら研究者まで本格的フランス語学習に欠かせぬ一冊。【文典＝文法を説明した書物（広辞苑）】

疑問氷解！フランス文法のすべてを網羅した座右の一冊

二
十
一
世
紀
の
到
来
を
目
前
に
し
、

世
界
の
文
化
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
均
質

化
の
傾
向
に
あ
る
現
在
、
各
種
文
化
の

中
で
最
も
保
守
的
で
あ
る
食
文
化
に
お

い
て
も
多
様
化
の
一
方
、
普
遍
化
の
方

向
に
あ
り
ま
す
。

世
界
を
席
捲
し
た
フ

ラ
ン
ス
の
食
文
化
の
変

遷
を
歴
史
的
に
ま
た
社

会
階
層
的
に
見
つ
め
直

す
こ
と
は
、
こ
の
流
れ

に
合
致
し
た
も
の
で
あ

り
、
本
書
刊
行
の
目
的

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
典
は
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
料
理
長
や
メ

ト
ル
・
ド
テ
ル
が
求
め

て
い
る
情
報
を
す
べ
て

盛
り
込
ん
だ
、
フ
ラ
ン

ス
の
飲
食
に
関
す
る
総
合
事
典
で
す
。

タ
イ
ト
ル
『
フ
ラ
ン
ス
食
の
事
典
』

は
〈E

ncyclopéie
de

la
G

as
-tronom

ie

Française

〉
つ
ま
り
「
フ
ラ
ン
ス
・
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
の
事
典
」
と
い
う
意
味
で
名

づ
け
た
も
の
で
す
。
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
は

一
般
に
「
美
食
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
単
に
「
美
味
な
る
も
の
」、
ま
た
は

そ
れ
を
「
食
べ
る
こ
と
」
で
は
な
く
、

料
理
、
菓
子
、
食
材
、
ワ
イ
ン
、
チ
ー
ズ
、

サ
ー
ヴ
ィ
ス
な
ど
直
接
飲
食
に
か
か
わ

る
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
加
え
、
該
当
す
る

文
学
や
科
学
と
い
っ
た

情
報
の
総
合
分
野
の
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
い
ま
だ
に
適

切
な
訳
語
が
あ
り
ま
せ

ん
。項

目
の
最
後
な
ど
に

あ
る
矢
印
は
「
参
照
し

て
下
さ
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
矢
印
に
つ
ら

れ
て
ペ
ー
ジ
を
め
く

り
、
思
わ
ず
知
ら
ず
フ

ラ
ン
ス
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
の
ラ
ビ
リ
ン
ス
を
さ
ま
よ
っ
て
み
ら

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

本
書
が
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
と
い
う
身

近
で
興
味
深
い
テ
ー
マ
を
通
じ
て
社
会

や
人
間
の
理
解
を
深
め
る
一
助
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

編者の言葉

宇
田
川
政
喜
・
遠
藤
智
子
・
加
藤
綾
子
・
橋
村
弘
美
・
堀
田
小
百
合
・
牧
野
祐
子
・
矢
舟
啓
修

【
協
力
】
大
庭
巌
・
河
村
育
三

ジ
ョ
ル
ジ
ュ・
ド
ラ
ン
グ
ル
・
田
中
健
一
郎

日仏料理協会

菊判／950頁／箱入　本体12,000円
■2 0 0 0年1 0月下旬発売■

A5判／400頁　本体3,600円
■2 0 0 0年1 0月中旬発売■

B6変型判／1250頁／箱入　予価・本体4,200円
■2 0 0 1年3 月発売■



ヴ
ィ
ヨ
ン
詩
集
成

十
五
世
紀
、放
浪
の
詩
人
ヴ
ィ
ヨ
ン
が
遺
し
た
詩
篇
を
、

現
存
す
る
様
々
な
写
本
、異
本
に
あ
た
り
、

詳
細
な
注
解
を
付
し
て
訳
出
・
集
成
し
た

ミ
レ
ニ
ア
ム
二
〇
〇
〇
ヴ
ィ
ヨ
ン
詩
集
。

天
沢
退
二
郎
現
代
口
語
訳
。

白水社 創立85周年記念企画
101-0052 東京都千代田区神田小川町3-24／tel.03-3291-7811／振替00190-5-33228／http://www.hakusuisha.co.jp●表示価格は税別です。別途に消費税が加算されます。

画
家
の
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
反
革

命
ま
で
の
生
涯
を
描
い
た
こ
の
一

大
歴
史
小
説
は
、
革
命
の
奔
流
に

巻
き
込
ま
れ
た
個
人
の
運
命
の
悲

壮
美
を
描
い
て
読
者
の
心
を
う
つ
。

『
青
ひ
げ
の
七
人
の
妻
』
と
『
ジ

ャ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ル
ヌ
ブ
ロ
ー
シ
ュ

の
コ
ン
ト
』
は
、
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス

が
人
生
の
伴
侶
と
し
た
「
皮
肉
と

憐
憫
」
を
随
所
に
盛
り
込
ん
だ
滋

味
あ
ふ
れ
る
短
篇
集
で
、
短
篇
の

名
手
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ

る
。Ａ

・
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
に
は
、

古
典
・
古
代
に
関
す
る
深
い
教
養

に
裏
づ
け
ら
れ
た
知
的
な
一
面
と
、

官
能
的
・
肉
欲
的
な
き
わ
ど
い
描

写
と
が
織
り
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
物
語
と
し
て
の
面
白
さ
と

は
別
に
、
本
筋
か
ら
そ
れ
た
と
こ

ろ
で
語
ら
れ
る
、
作
者
の
道
草
や

作
中
人
物
の
自
由
な
雑
談
に
も
、

読
書
欲
を
か
き
立
て
る
大
き
な
魅

力
が
あ
る
。

一
九
二
一
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
文

学
賞
を
受
け
、
文
豪
の
名
を
ほ
し

い
ま
ま
に
し
つ
つ
、
一
九
二
四
年

死
去
。

新
装
復
刊
で
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し

て
新
漢
字
・
新
仮
名
づ
か
い
を
採
用
。

た
。『
舞
姫
タ
イ
ス
』
は
マ
ス
ネ
に

よ
る
オ
ペ
ラ
化
も
あ
り
、
世
界
的

な
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

ま
た
、
社
交
界
の
花
形
で
あ
っ
た

カ
イ
ヤ
ヴ
ェ
夫
人
と
親
し
く
交
わ

り
、
そ
の
体
験
を
素
材
に
し
た

『
赤
い
百
合
』
は
、
舞
台
を
パ
リ
の

灰
色
の
空
の
下
と
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
の
紺
碧
の
空
の
下
に
お
き
、
情

緒
豊
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
、
社

交
界
の
男
女
の
愛
欲
の
世
界
を
展

開
さ
せ
て
い
る
。
Ａ
・
フ
ラ
ン
ス

の
唯
一
の
恋
愛
心
理
小
説
で
あ
る
。

ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
が
勃
発
す
る

と
、
ゾ
ラ
の
「
わ
れ
弾
劾
す
」（
一

八
九
八
年
）
に
署
名
す
る
な
ど
、

パ
リ
社
交
界
の
な
か
で
ド
レ
フ
ュ

ス
派
の
熱
心
な
指
導
者
と
し
て
活

躍
す
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
社

会
主
義
に
傾
き
、
社
会
制
度
に
対

す
る
辛
辣
な
諷
刺
が
色
濃
く
な
っ

て
い
く
。
こ
の
頃
の
作
品
と
し
て

は
、
少
年
期
の
回
想
を
含
ん
だ

『
小
さ
な
ピ
エ
ー
ル
』、
法
廷
で
の

誤
審
を
取
り
上
げ
た
『
ク
ラ
ン
ク

ビ
ー
ユ
』
な
ど
の
ほ
か
に
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
下
の
恐
怖
政
治
を
描
い

た
『
神
々
は
渇
く
』
が
あ
る
。
ロ

ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
に
心
酔
し
過
激
な

革
命
家
と
な
っ
た
ま
じ
め
な
青
年

そ
れ
ら
本
文
・
異
本
文
の
網
目
を

読
者
が
ど
う
読
み
渡
る
か
に
よ
っ

て
、
語
や
語
句
や
行
の
一
一
が
可

動
的
で
あ
り
、
多
義
的
で
あ
り
、

相
対
的
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

つ
ま
り
、
ヴ
ィ
ヨ
ン
詩
は
ま
る
で

生
き
物
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、

迷
宮
的
建
築
物
で
も
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
（
さ
ら
に
こ
の
特
色
は
、

「
十
五
世
紀
パ
リ
」
の
時
代
的
・
社

会
的
特
質
に
も
照
応
し
て
い
る
）。

と
す
れ
ば
、
翻
訳
は
い
く
通
り

ヴ
ィ
ヨ
ン
詩
に
は
つ
と
に
鈴
木

信
太
郎
の
名
訳
が
あ
り
、
自
分
な

ど
の
出
る
幕
は
な
い
と
思
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
、
い
つ
の
ま
に
か
新

訳
の
企
て
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
き

た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
の

フ
ラ
ピ
エ
先
生
の
来
日
セ
ミ
ネ
ー

ル
、
七
〇
年
代
半
ば
の
、
リ
シ
ュ

ネ
ル
＝

ア
ン
リ
本
刊
行
、
そ
し
て

デ
ュ
フ
ル
ネ
先
生
の
来
日
セ
ミ
ネ

ー
ル
等
の
刺
戟
に
よ
る
が
、
中
で

も
決
定
的
だ
っ
た
の
は
Ｒ
Ｈ
本
の

衝
撃
で
あ
る
。

こ
の
新
校
訂
版
に
よ
っ
て
、
ヴ

ィ
ヨ
ン
詩
の
テ
ク
ス
ト
が
、
各
写

本
・
伝
本
間
の
異
同
の
み
な
ら
ず
、

天
沢
退
二
郎
【
訳
】

真
の
小
説
好
き
の
味
読
に
耐
え
る
長
篇
と
珠
玉
の
短
篇
を
集
め
る
。

端
麗
な
文
章
と
軽
妙
な
諷
刺
で
人
間
の
愚
か
さ
と
い
と
お
し
さ
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
、フ
ラ
ン
ス
文
学
の
最
高
峰
。

ア
ナ
ト
ー
ル・フ
ラ
ン
ス
小
説
集

渡
邊
一
夫
・
伊
吹
武
彦
・
杉
捷
夫
／
他
【
訳
】

﹇
新
装
復
刊
／
全
12
巻
同
時
刊
行
﹈

池
内

紀
【
個
人
訳
】

長
い
間
待
た
れ
て
い
た
、カ
フ
カ
の
手
稿
そ
の
も
の
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
新
校
訂
版
全
集
。

新
た
な
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
カ
フ
カ
文
学
を
、池
内
紀
個
人
訳
で
贈
る
21
世
紀
へ
の
遺
産
。

カ
フ
カ
小
説
全
集
﹇
全
６
巻
﹈

こ
の
よ
う
に
心
を
決
め
た
、
と
い
う
の
も

目
の
前
で
あ
の
女
が
わ
た
し
に

お
ま
え
な
ん
か
死
ね
ば
い
い
と
言
っ
た
の
だ

そ
の
方
が
自
分
に
都
合
が
い
い
わ
け
で
も
な
い
く
せ
に
。

つ
ら
い
つ
ら
い
、
こ
の
愁
訴

天
ま
で
と
ど
け
。

あ
の
女
へ
の
罰
を
下
さ
れ
ま
す
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
愛
の
神
々
に
お
願
い
し
よ
う

そ
し
て
こ
の
愛
欲
の
苦
し
み
を
軽
く
し
て
下
さ
る
よ
う
に
。

「
形
見
分
け
」
第
３
詩
篇

も
あ
り
う
る
し
、
過
去
に
ど
ん
な

名
訳
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
唯
一

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な

い
。文

学
作
品
の
、
他
国
語
へ
の
翻

訳
は
、
一
種
の
演
奏
で
あ
る
と
私

は
思
う
。
全
く
同
一
の
楽
譜
を
演

奏
し
て
も
、
弾
き
手
が
異
な
れ
ば
、

味
わ
い
の
異
な
る
演
奏
と
な
る
こ

と
は
周
知
の
通
り
だ
。
ま
し
て
や
、

同
じ
曲
の
楽
譜
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
異
同
が
あ
る
場
合
に
は
、
演
奏

の
多
様
性
は
い
よ
い
よ
増
大
し
て

ふ
し
ぎ
は
な
い
。

ヴ
ィ
ヨ
ン
詩
の
場
合
が
ま
さ
に

そ
れ
だ
。

訳
者
の
言
葉

て
謙
虚
な
人
だ
っ
た
。
半
官
半

民
の
役
所
に
勤
め
、
事
務
カ
バ

ン
を
抱
い
て
出
張
す
る
。
女
性

を
愛
す
る
た
び
に
誠
実
に
悩
ん

だ
。
死
の
病
で
あ
っ
た
結
核
に

ノ
ド
を
冒
さ
れ
な
が
ら
、
我
慢

づ
よ
く
苦
痛
を
耐
え
た
。

勤
め
先
か
ら
帰
っ
て
く
る
と

仮
眠
を
と
り
、
夜
中
に
は
ね
起

き
て
、
せ
っ
せ
と
ノ
ー
ト
に
書

い
て
い
っ
た
。
書
き
つ
づ
け
る

た
め
に
独
身
を
選
び
、
家
庭
の

幸
せ
を
そ
っ
く
り
捨
て
た
。
一

見
謙
虚
な
人
物
と
つ
か
ず
は
な

れ
ず
、
野
心
家
カ
フ
カ
が
い
た

は
ず
だ
。
自
作
の
意
味
を
信
じ
、

い
ず
れ
自
分

の
時
代
が
く

る
と
、
か
た

く
心
に
期
し
て
い
た
男
で
あ
る
。

死
が
迫
っ
た
と
き
、
ノ
ー
ト

や
メ
モ
類
一
切
を
友
人
に
託
し

て
、
焼
き
捨
て
る
よ
う
に
と
い

っ
た
。
つ
ま
り
は
書
き
あ
げ
た

も
の
が
自
分
の
意
に
満
た
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
悪
夢
を
書

き
ち
ら
し
た
だ
け
」
な
ど
と
も

述
べ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
ほ
ど

の
作
品
を
仕
上
げ
て
お
き
な
が

ら
悪
夢
な
ど
と
言
い
捨
て
る
と

は
、
な
ん
と
強
烈
な
作
品
意
識

を
伝
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

カ
フ
カ
の
小
説
は
風
変
わ
り

だ
。
あ
る
朝
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン

が
目
覚
め
て
み
る
と
、
か
ら
だ

が
虫
に
変
わ
っ
て
い
た
。
あ
る

銀
行
員
は
何
一
つ
悪
い
こ
と
を

し
た
覚
え
が
な
い
の
に
逮
捕
さ

れ
た
。
城
の
あ
る
村
に
や
っ
て

き
た
測
量
士
は
、
め
ざ
す
城
へ

と
歩
い
て
い
く
。
か
な
た
に
く

っ
き
り
見
え
て
い
る
の
に
、
さ

っ
ぱ
り
行
き
つ
け
な
い
―
―
。

た
し
か
に
風
変
わ
り
だ
が
、

し
か
し
難
解
な
と
こ
ろ
は
少
し

も
な
い
。
ス
ト
ー
リ
ィ
に
シ
ャ

レ
っ
け
が
あ
っ
て
、
描
写
は
的

確
で
、
ほ
ん
の
少
し
登
場
す
る

だ
け
の
人
物

ま
で
も
生
き

い
き
と
し
た

個
性
を
も
ち
、
生
彩
に
富
ん
で

い
る
。

ふ
つ
う
の
小
説
と
ち
が
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
固
定
し
た
観

念
を
も
ち
た
が
る
読
者
を
、
い

わ
ば
「
白
紙
状
態
」
に
引
き
も

ど
す
た
め
の
跳
躍
を
含
ま
せ
て

あ
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
よ
う
に
自
由
で
身
軽
な
跳

躍
は
、
え
て
し
て
難
解
と
見
あ

や
ま
れ
る
。

友
人
・
知
人
の
伝
え
る
カ
フ

カ
は
、
も
の
静
か
で
、
い
た
っ

フ
ラ
ン
ス
と
い
う
国
名
を
名
と

し
て
い
る
こ
の
人
は
、
本
名
は
ア

ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
チ
ボ

ー
。
一
八
四
四
年
、
セ
ー
ヌ
左
岸

の
古
書
店
の
一
人
息
子
と
し
て
生

ま
れ
、
幼
少
の
頃
か
ら
古
書
の
な

か
で
育
っ
た
。
図
書
館
司
書
と
し

て
働
き
な
が
ら
作
家
と
し
て
自
立

し
、『
ジ
ョ
カ
ス
ト
と
や
せ
猫
』
と

『
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
の

罪
』
を
発
表
、
こ
と
に
後
者
は
世

事
に
疎
い
老
学
士
院
会
員
を
め
ぐ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
静
か
な
し
み
じ

み
と
し
た
口
調
で
語
り
、
大
評
判

を
と
っ
た
。
さ
ら
に
、
聖
書
に
想

を
求
め
た
『
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
』、

『
螺
鈿
の
手
箱
』、
舞
姫
と
修
道
僧

を
登
場
さ
せ
、
霊
と
肉
に
引
き
裂

か
れ
て
い
る
現
世
の
人
間
の
姿
を

舞
台
を
古
代
に
か
り
て
描
い
た

『
舞
姫
タ
イ
ス
』、
イ
タ
リ
ア
の
ア

ッ
シ
ジ
を
舞
台
に
し
た
『
聖
女
ク

ラ
ラ
の
泉
』
な
ど
の
傑
作
を
次
々

に
発
表
、
文
名
は
と
み
に
高
ま
っ

ア
ナ
ト
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ス
と
は
…

説
の
舞
台
が
ア
メ
リ
カ
な
の
で
、

ブ
ロ
ー
ト
が
命
名
し
た
。
カ
フ
カ

自
身
は
『
失
踪
者
』
を
予
定
し
て

い
た
。「
い
ま
書
い
て
い
る
小
説

は
、
と
め
ど
な
く
つ
づ
き
そ
う
な

の
だ
が
、
さ
し
あ
た
り
少
し
説
明

し
て
お
く
と
『
失
踪
者
』
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
ア
メ
リ
カ
を
舞
台

に
し
て
い
る
」（
フ
ェ
リ
ー
ツ
ェ

宛
の
手
紙
）

主
人
公
カ
ー
ル
・
ロ
ス
マ
ン

は
、
こ
れ
ま
で
は
十
六
歳
だ
っ
た

が
、
新
テ
キ
ス
ト
で
は
十
七
歳
。

カ
フ
カ
は
あ
き
ら
か
に
主
人
公
を

少
年
で
は
な
く
青
年
と
し
て
考
え

て
い
た
。
大
人
の
世
界
に
踏
み
こ

ん
だ
最
初
の
年
齢
。
そ
ん
な
〝
ち

い
さ
な
大
人
〞
が
ア
メ
リ
カ
社
会

を
遍
歴
し
た
あ
げ
く
、
大
陸
の
一

点
で
失
踪
す
る
。

二
巻
目
の
『
審
判
』
は
英
語
で

は
プ
ロ
セ
ス
、「
経
過
」「
過
程
」

の
意
味
で
あ
る
。
銀
行
員
ヨ
ー
ゼ

フ
・
Ｋ
を
め
ぐ
り
、
い
か
な
る
経

過
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
？

罪
を
犯
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
逮

捕
さ
れ
た
。
そ
の
男
が
、
自
分
の

罪
を
捜
し
て
歩
く
。
と
ど
の
つ
ま

り
は
処
刑
の
一
夜
に
い
き
つ
く
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
、
そ
の
過
程
が
語

ら
れ
て
い
る
。

カ
フ
カ
は
書
き
上
げ
た
原
稿
と

訂
正
個
所
の
採
否
に
も
及
ん
で
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ブ
ロ
ー

ト
自
身
、「
独
自
の
判
断
」
を
隠

さ
な
か
っ
た
か
ら
に
は
な
お
さ
ら

で
あ
る
。

ブ
ロ
ー
ト
の
死
（
一
九
六
八
年
）

と
と
も
に
、
カ
フ
カ
の
ノ
ー
ト
が

「
解
禁
」
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き

を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
カ

フ
カ
全
集
の
版
元
で
あ
る
ド
イ
ツ

の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
書
店
に
新
し
い

全
集
の
た
め
の
研
究
者
集
団
が
つ

く
ら
れ
た
。
そ
し
て
二
十
年
あ
ま

り
に
わ
た
り
精
力
的
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、
そ
の
な
か
か
ら
ゆ
っ
く

り
と
、
も
う
一
つ
の
カ
フ
カ
が
誕

生
し
た
。

池
内
紀
個
人
訳
・
カ
フ
カ
小
説

全
集
は
、
こ
の
「
新
し
い
カ
フ
カ
」

に
よ
り
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
構
成
を

と
っ
て
い
る
。

①
『
失
踪
者
』

②
『
審
判
』

③
『
城
』

④
『
変
身
ほ
か
』

⑤
『
万
里
の
長
城
ほ
か
』

⑥
『
掟
の
問
題
ほ
か
』

は
じ
め
の
三
巻
は
い
ず
れ
も
死

後
に
刊
行
を
み
た
長
篇
小
説
で
あ

る
。『
失
踪
者
』
と
は
聞
き
な
れ

な
い
タ
イ
ト
ル
だ
が
、
こ
れ
ま
で

は
『
ア
メ
リ
カ
』
と
い
っ
た
。
小

未
完
の
も
の
と
を
、
は
っ
き
り
区

別
し
て
残
し
て
い
た
。
こ
の
た
び

の
新
版
で
は
カ
フ
カ
の
書
き
ぶ
り

が
明
瞭
に
見
て
と
れ
る
。
主
人
公

の
日
常
に
、
身
に
覚
え
の
な
い

「
罪
」
が
入
り
こ
み
、
銀
行
員
と

し
て
の
生
活
が
微
妙
に
変
化
し
て

崩
れ
て
い
く
。
な
ん
と
も
お
か
し

な
状
況
に
立
ち
入
っ
た
人
間
の
、

な
ん
と
も
お
か
し
な
日
常
を
、
カ

フ
カ
は
笑
い
を
こ
ら
え
る
よ
う
に

し
て
書
い
て
い
っ
た
。

『
城
』
は
、
も
と
も
と
「
閉
じ

こ
め
る
」
と
い
う
意
味
の
ド
イ
ツ

語
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
。
つ
ま
り

は
城
の
あ
る
村
に
閉
じ
こ
め
ら
れ

た
男
の
物
語
。
失
踪
・
経
過
・
幽

閉
と
つ
な
が
っ
て
、
三
つ
の
長
篇

小
説
が
大
き
く
三
部
作
の
構
成
を

も
つ
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

の
こ
り
の
三
巻
は
小
品
・
短

篇
・
断
片
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

カ
フ
カ
自
身
が
生
前
に
刊
行
し
た

も
の
、
ノ
ー
ト
に
残
し
た
も
の
を

す
べ
て
収
め
る
。
こ
れ
ま
で
の
ブ

ロ
ー
ト
版
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
タ

イ
ト
ル
が
、
必
ず
し
も
カ
フ
カ
の

も
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
で
な
い
こ

と
が
判
る
だ
ろ
う
。
ま
た
物
語
は

し
ば
し
ば
思
い
が
け
な
い
末
尾
を

も
っ
て
い
た
。

成
人
す
る
途
中
で
、
カ
フ
カ
的
な
認
識
の

シ
ョ
ッ
ク
を
体
験
し
、
そ
れ
に
耐
え
、
通

過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

た
。
先
が
見
え
な
い
こ
と
、
予
定
が
た
た

な
い
こ
と
、
自
分
が
置
か
れ
た
状
況
に
つ

い
て
上
か
ら
は
何
の
説
明
も
与
え
ら
れ
な

い
こ
と
。
こ
れ
ら
は
単
な
る
不
運
で
は
な

く
、
こ
の
世
界
の
本
質
で
あ
る
。
上
告
が

棄
却
さ
れ
る
な
ら
ま

だ
い
い
。
実
際
に
は
、

上
告
が
受
理
さ
れ
た

か
ど
う
か
さ
え
知
ら

さ
れ
な
い
ま
ま
待
た

さ
れ
る
の
だ
。
こ
れ

が
ぼ
く
た
ち
の
生
の

条
件
な
の
だ
。

と
い
う
ぼ
く
の
カ

フ
カ
観
は
違
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
る
っ
き
り
誤
読
の

果
て
の
誤
解
か
も
し

れ
な
い
。そ
う
い
う
不
安
が
つ
き
ま
と
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
今
の
日
本
語
で
、

骨
が
太
く
て
し
か
も
し
な
や
か
な
池
内
紀

の
日
本
語
で
、
読
み
な
お
し
て
み
た
い
と

思
う
。

と
も
か
く
、
カ
フ
カ
な
し
で
や
っ
て
い

け
る
時
代
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。（

作
家
）

カ
フ
カ
な
ん
か
い
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た

の
に
、
と
思
う
。

も
し
も
カ
フ
カ
と
い
う
作
家
が
存
在
し

な
か
っ
た
な
ら
ば
、『
審
判
』
や
『
失
踪

者
』
や
『
城
』
を
書
か
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

世
界
は
も
う
少
し
ま
と
も
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
こ
ん
な
に
不
条
理
な
こ
と
に
は

な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
、
も
ち
ろ

ん
、
不
当
な
言
い
が

か
り
で
あ
る
。
カ
フ

カ
が
世
界
を
変
え
た

の
で
は
な
い
。
彼
は

世
界
の
本
当
の
姿
を

明
ら
か
に
し
て
し
ま

っ
た
だ
け
だ
。

古
代
的
な
予
定
調

和
の
世
界
像
が
す
っ

か
り
崩
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
、
何
百
年

か
の
間
、
人
々
は
わ

ざ
と
気
付
か
ぬ
ふ
り
を
し
て
き
た
。
目
を

し
っ
か
り
閉
じ
て
い
れ
ば
お
化
け
は
消
え

る
と
信
じ
て
い
る
子
供
の
よ
う
に
ふ
る
ま

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
カ
フ
カ
は
大
き
く

目
を
開
い
て
見
て
し
ま
っ
た
。
世
界
は
そ

ん
な
に
き
ち
ん
と
し
た
、
筋
の
通
っ
た
、

明
る
い
場
所
で
は
な
い
こ
と
を
見
て
と
っ

て
、
そ
れ
を
書
い
て
し
ま
っ
た
。

だ
か
ら
、カ
フ
カ
以
降
の
ぼ
く
た
ち
は
、

新しい
カフカを推す

池澤夏樹

カ
フ
カ
の
小
説
に
つ
い
て
、
た

え
ず
囁
か
れ
て
き
た
。
は
た
し
て

そ
れ
は
、
カ
フ
カ
が
書
い
た
と
お

り
な
の
か
。
誰
か
が
あ
と
か
ら
、

そ
っ
と
手
を
入
れ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

生
前
に
カ
フ
カ
が
本
に
し
た
の

は
、
小
品
集
一
つ
と
薄
っ
ぺ
ら
な

数
冊
の
短
篇
集
だ
け
だ
っ
た
。
死

後
、
ノ
ー
ト
と
し
て
残
さ
れ
て
い

た
草
稿
を
友
人
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ロ

ー
ト
が
編
纂
し
、
著
作
集
と
し
て

ま
と
め
あ
げ
た
。
以
後
、
く
り
返

し
増
補
と
改
訂
が
あ
っ
た
に
せ

よ
、
カ
フ
カ
の
作
品
は
つ
ね
に

「
ブ
ロ
ー
ト
本
」
に
よ
っ
て
き
た
。

ブ
ロ
ー
ト
は
、
は
た
し
て
、
友

人
が
書
い
た
と
お
り
本
に
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
彼
み
ず
か
ら
世
に
知

ら
れ
た
作
家
で
あ
っ
て
、
熱
烈
な

シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
独
自
の
カ

フ
カ
観
を
も
っ
て
い
た
。
つ
い
て

は
亡
き
友
人
の
手
稿
を
判
読
す
る

に
あ
た
り
、
多
少
と
も
―
―
あ
る

い
は
大
い
に
―
―
主
観
を
ま
じ

え
、
そ
れ
は
章
立
て
や
配
列
や
、

そ
れ
に
加
え
て
、
社
会
の
か
ら
く
り
、

人
情
の
機
微
が
ペ
ー
ジ
ご
と
に
透
か
し

模
様
に
な
っ
て
秘
め
ら
れ
て
い
る
文
学

が
あ
る
。
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の

小
説
は
、
こ
れ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

芥
川
龍
之
介
は
無
用
の
、
や
く
た
い
も

な
い
古
い
話
に
心
を
躍
ら
せ
る
人
だ
っ

た
。『
鼻
』『
芋
粥
』『
き
り
し
と
ほ
ろ

上
人
伝
』
の
ご
と
き
短
篇
は
、
ア
ナ
ト

ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
短
篇
が
地
上
の
星

と
な
っ
て
行
く
手
に

き
ら
き
ら
と
落
ち
て

い
る
の
を
見
た
の
が

縁
と
な
っ
て
書
き
し

る
さ
れ
た
。
石
川
淳

の
『
焼
跡
の
イ
エ
ス
』

『
か
よ
ひ
小
町
』
ま

た
然
り
。
小
林
秀
雄
、

江
藤
淳
、
あ
あ
い
う

え
ら
そ
う
な
物
言
い

を
す
る
人
た
ち
に
は
、
ア
ナ
ト
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ス
と
の
縁
は
な
か
っ
た
。
知
識
、

情
報
、
人
生
論
、
そ
ん
な
も
の
は
追
え

ば
切
り
が
な
い
。
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ

ン
ス
は
、
読
者
が
い
ま
立
っ
て
い
る
場

所
、
坐
っ
て
い
る
場
所
、
動
い
て
い
る

場
所
で
見
て
い
る
も
の
に
、
さ
り
げ
な

く
多
少
の
注
視
を
う
な
が
す
。
た
だ
そ

れ
だ
け
。
そ
れ
が
す
ば
ら
し
い
。

（
フ
ラ
ン
ス
文
学
者
）

文
学
は
流
行
す
る
。
あ
る
時
期
、
あ

る
流
派
が
は
や
れ
ば
、
そ
の
流
行
に
打

撃
を
あ
た
え
る
新
し
い
流
行
が
、
か
な

ら
ず
次
に
流
行
す
る
―
―
読
者
を
巻
き

込
ん
で
。
そ
こ
で
、
賢
こ
い
人
が
言
う

こ
と
に
、
書
店
に
平
積
み
に
し
て
あ
る

小
説
、
見
る
間
に
買
い
手
の
つ
く
よ
う

な
文
学
書
に
は
、
け
っ
し
て
手
を
出
す

な
、
値
打
は
い
ず
れ
わ
か
る
、
わ
か
っ

て
か
ら
読
む
べ
し
、
と
。
流
行
に
広
告

は
付
き
も
の
。
化
粧

品
、
薬
品
、
食
品
、

水
着
、
そ
し
て
『
源

氏
物
語
』
も
『
京
都

祇
園
殺
人
事
件
』
も
、

広
告
す
れ
ば
そ
れ
だ

け
売
れ
る
。

ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ

ラ
ン
ス
は
、
大
正
時

代
か
ら
昭
和
時
代
に

か
け
て
流
行
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の

う
ち
に
か
ぞ
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
大
流

行
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
流
行
だ

っ
た
の
は
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
と
同
じ
く

ら
い
だ
ろ
う
。
古
い
伝
説
、
昔
の
説
話

の
た
ぐ
い
を
知
っ
て
い
れ
ば
い
る
ほ

ど
、
お
も
し
ろ
さ
の
深
ま
る
文
学
が
あ

る
。
宗
教
と
政
治
の
双
方
に
対
す
る
皮

肉
、
冷
嘲
が
さ
ら
に
加
わ
っ
て
、
そ
れ

で
い
っ
そ
う
味
の
出
る
文
学
が
あ
る
。

推薦の言葉

杉本秀太郎

全巻内容

⑫

ジ
ョ
カ
ス
ト
と
や
せ
猫

佐
藤
正
彰
他
訳

二
六
四
頁
　
本
体
二
四
〇
〇
円

杉
捷
夫
他
訳

二
四
〇
頁
　
本
体
二
四
〇
〇
円

⑪

青
ひ
げ
の
七
人
の
妻

今
日
出
海
他
訳

二
六
四
頁
　
本
体
二
四
〇
〇
円

⑩

ジ
ャ
ッ
ク・ト
ゥ
ル
ヌ
ブ
ロ
ー
シ
ュ
の
コ
ン
ト

杉
捷
夫
他
訳

二
四
八
頁
　
本
体
二
四
〇
〇
円

⑨

ク
ラ
ン
ク
ビ
ー
ユ

渡
邊
一
夫
他
訳

二
八
八
頁
　
本
体
二
六
〇
〇
円

⑧

聖
女
ク
ラ
ラ
の
泉

内
藤
濯
他
訳

三
〇
四
頁
　
本
体
二
六
〇
〇
円

⑦

螺
鈿
の
手
箱

山
内
義
雄
他
訳

二
五
四
頁
　
本
体
二
四
〇
〇
円

⑥

バ
ル
タ
ザ
ー
ル

岡
田
真
吉
訳

三
〇
四
頁
　
本
体
二
六
〇
〇
円

⑤

小
さ
な
ピ
エ
ー
ル

小
林
正
訳

四
四
六
頁
　
本
体
二
八
〇
〇
円

④

赤
い
百
合

水
野
成
夫
訳

二
八
八
頁
　
本
体
二
六
〇
〇
円

③

舞
姫
タ
イ
ス

水
野
成
夫
訳

三
八
二
頁
　
本
体
二
八
〇
〇
円

②

神
々
は
渇
く

伊
吹
武
彦
訳

二
九
六
頁
　
本
体
二
六
〇
〇
円

①

シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
・
ボ
ナ
ー
ル
の
罪

訳
者
の
言
葉

全
巻
内
容

●
第
１
回
配
本
／
第
１
巻

『
失
踪
者
』

■
２
０
０
０
年
1 1
月
中
旬
発
売
■

四六判／350頁

本体2,800円 各四六判／セット本体30,600円
■発売中■

四六判／420頁
本体4,500円
■発売中■


